
くる めじょうかまち いせき
久留米城下町遺跡
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有馬豊氏の筑後入国 (1621年）から

本格的に整備が始まり、 1646年ころ

には通町十丁目や通外町まで完成し

たと言われています。発掘調査も行わ

れ、食器などの出土品からは町人の

暮らしぶりが想像できます。

たなかひさしげおうせいたんち きねんひ
田中久重翁生誕地記念碑

東芝の創業者の一人であるからく

り儀右衛門こと田中久重は、 寛政

1 1年 (1799)、久留米城下の通町

に生まれました。
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どうひょうせき
道標石

久留米城下町

から府中（御

井町）に 至 る

日田街道沿い

に、安永 8年

(1 779)に立

てられた道し

るべです。櫛原

天満宮への方

向などが記さ

れています。
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はかた みち
博多道
高たか山やま彦ひこ九く郎ろう先せん生せいし終ゅう焉えん之の地ち

じゅうし ししゅうえんの ち
十志土終焉之地

たなかひさしげおうせいたんち きねんひ
田中久重翁生誕地記念碑
くるめせいてつしょあとひ
久留米製鉄所跡碑

くしはらてんまんぐう いしばし
櫛原天満宮の石橋

さるたひこおおかみさいし ひ
猿田彦大神祭祀碑

えんめいじそうそん
延命地蔵尊

どうひょうせき
道標石

じそうそん
トンコロリン地蔵尊

おうへんたいとんじょあと
応変隊屯所跡
みいでんさきどう みいせん
三井電気軌道・三井線
くるめけんぺいたいあと
久留米憲兵隊跡

江戸 久留米城下と博多とを結んだ道。

江戸
じじん

寛政5年(1793)に自刃した屋敷跡。
こうぷ がったい

明治 明治2年(1869)公武合体 ・開明派の指導
者達が自刃を遂げる。

江戸 田中久重の生誕地に建立された記念碑。

明治 田中久重が所長を務め、l」1銃やその他の発明吊を製造。

江戸
文政5年(1189)に創建された櫛原天満宮
の参道に架かる橋。

江戸
文政11年(1828)の大風で破損した愛宕

とうそしん
神社の鳥居を利用した道祖神碑。

江戸
ぜんぷく じ
善福寺の上人作。人々の長寿延命を祈願。

江戸
安永8年(1779)、城下より府中（御井町）
に至る1日街道筋に建立。

明治維新頃
コレラが流行した時、地蔵尊が夢枕に立ち、
井戸から引き上げて祭ったのが始まり。

明治 戊辰戦争や函館戦争に出征。

大正～昭和 日吉町～甘木間を走行。

昭和 大日本帝国陸軍の内部警察組織。

會

くしはらてんまんぐう いしばし ■指定されている文化財■≪地図面の解説参照≫
櫛原天満宮の石橋

文政10年 (1813)、城下町有力商人

や櫛原村有志により造られました。

■南薫校区の文化財■
No. 文化財の名前 時代

1 
いしまる いせき

弥生石丸遺跡

2 
なんくん いなり いせき

弥生南蔵稲荷遺跡

3 
なんくんにし いせき

飛鳥～平安南薫西遺跡

4 
なんくんほんむら いせき

弥生・奈良南薫本村遺跡

5 
つじいせき

弥生～近代辻遺跡

6 
くるめじょうかまちいせき

江戸久留米城下町遺跡

7 
てつぼうこうじ いせき

江戸鉄砲小路遺跡

8 
そく じあんあと

江戸即似庵跡， そく じあんき
江戸即似庵記

A 

B 

C 
こんな文化財です

二列埋まい葬そうの甕かめ棺かん墓ぼ群を発見。 D 

多数の甕棺墓を発見。
E 

文字が書かれた土器が多く出土。

弥生時代と奈良時代の集落跡。 F 

弥生～室町時代の墓地や住居を発見。

久留米城下の町屋の跡。
てつぼうあしがる
鉄砲足軽たちの住宅地。 G 
くるめはんかろうありましゅぜん ふはく
久留米藩家老有馬主膳の茶室（不白流）。

即似庵の創立について記した石碑。

市史跡
弥生～中世 弥生前期～終末期の集落と墓などが発見。ひがしくしはらいまでら いせき

束櫛原令寺遺跡

市指定有形民俗文化財
どうじ くよう

室町 応永5年(1398)の銘。江戸時代に童子供養
医い王おう寺じの地じ蔵そう菩ぼ薩さつち彫ょう像ぞう板いた碑び

の地蔵へ転用。

市指定有形民俗文化財
室町 応永年間(1394~1428)頃に建立。へんじょういん じそうぼさつちょうそういたび

遍照院の地蔵菩薩彫像板碑

市指定有形文化財
江戸

元禄年間建立と伝わる、久留米最古の
本ほん泰たい寺じの山さん門もん 平唐門形式山門。

市指定有形文化財
江戸

文化3年(1806)に五穀神社の放生池に架ここくじんじゃ いしばし
五穀神社の石橋 けられた石橋。

国史跡 遍照院内に建立された、寛政の三奇人とたかやまひこく ろうのはか 江戸
高山彦九郎墓 して知られる高山彦九郎の墓。

けんぼんたんさいし きさんすい可 しほんぽくがぜん
絹本淡彩四季山水図（室町）、紙本墨画禅
きずだんかん こきんわ かしゅうまきのだいいちだんかん

国指定文化財 機図断簡（室町）、古令和歌集巻第一断簡

石橋財団石橋美術館
とびせいじ かぴん てんぴよう

（平安）、飛青磁花瓶（平安～中世）、天平
石橋美術館別館の文化財 おもが9 うみ さち

の面影（明治）、海の幸（明治）、わだつみ
みや

のいろこの宮（明治）などを収蔵。


